
国
内
外
の
お
客
様
に
感
動
を

中
小
企
業
診
断
士
　

後
藤
　

武
史

おしなり商店街振興組合（墨田）

ア
ー
ト
で
落
書
き
防
止

白

鷺

商
栄
会
　

小
中
生
、美
大
生
と
連
携

若
手
活
用
に
こ
そ
活
路

第

期
生
　
　

田
那
辺
　

聡
氏
　

牡
丹
町
笑
栄
会

　
　（
振
）理
事

た

べ

そ

う

な

お
年
寄
り
の

万
引
き
防
止
年度都振連
調査報告書②

１

商
店
街
発
足
の
経
緯

　
平
成

年
３
月
墨
田
区
押

上
、
業
平
橋
地
区
を
新
タ
ワ
ー

建
設
地
と
決
定
。
平
成

年
６

月
新
タ
ワ
ー
名
称
「
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
」
が
決
定
。
平
成


年
７
月
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
着

工
。
同
時
に
地
元
５
商
店
会
を

中
心
と
し
た
押
上
・
業
平
地
区

活
性
化
協
議
会
設
立
。

年
４

月
業
平
商
盛
会
、
業
平
橋
融
和

会
が
統
合
し
、
お
し
な
り
商
店

街
振
興
組
合
を
設
立
。

年
２

月
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
竣
工
。


年
５
月
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

オ
ー
プ
ン
。

　
商
店
街
の
中
心
地
、
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
を
目
の
前
に
、
浅
草
大

通
り
に
面
し
て
「
お
し
な
り
く

ん
の
家
」
が
開
設
さ
れ
た
。
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
お
し

な
り
く
ん
」
は
、
押
上
の
「
押

し
（
お
し
）
」
と
業
平
橋
の

「
業
（
な
り
）
」
か
ら
と
っ
た

ネ
ー
ミ
ン
グ
で
、
平
安
朝
の
歌

人
在
原
業
平
を
モ
チ
ー
フ
と

し
、
タ
ワ
ー
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

烏
帽
子
姿
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で

あ
る
。
古
今
和
歌
集
の
「
名
に

し
負
は
ば
、
い
ざ
こ
と
問
は
む

都
鳥
わ
が
思
う
人
は
あ
り
や
な

し
や
と
」
は
あ
ま
り
に
も
有
名

で
あ
る
。
「
お
し
な
り
く
ん
の

家
」
は
、
こ
の
ま
ち
を
訪
れ
た

方
を
お
も
て
な
し
し
、
商
店
街

や
墨
田
区
の
観
光
情
報
を
提
供

す
る
休
憩
所
と
し
て
オ
ー
プ
ン

し
た
。
墨
田
区
観
光
協
会
か
ら

「
す
み
だ
街
あ
る
き
案
内
処
」

に
認
定
さ
れ
て
お
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
で
運
営
さ
れ
て

い
る
。
土
曜
日
は
フ
ォ
ー
ク
デ

ュ
オ
に
よ
る
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
生

演
奏
が
あ
り
、
お
し
な
り
く
ん

が
お
し
な
り
く
ん
の
家
か
ら
商

店
街
を
お
散
歩
に
ご
案
内
す

る
。
「
お
し
な
り
く
ん
の
家
」

は
１
日
４
便
、
乗
車
時
間
１
０

０
分
の
水
陸
両
方
観
光
バ
ス

「
ス
カ
イ
ダ
ッ
ク
」
通
過
地
点

に
も
な
っ
て
お
り
、
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
駅
前
↓
亀
戸
↓
東
大

島
「
旧
中
川
・
川
の
駅
（
水
上

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
）
↓
西
大
島
↓

猿
江
恩
賜
公
園
、
錦
糸
公
園
脇

を
通
り
↓
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
と
い

う
コ
ー
ス
で
あ
る
。
毎
回
バ
ス

通
過
時
刻
に
は
、
金
澤
武
市
お

し
な
り
商
店
街
理
事
長
と
お
し

な
り
く
ん
の
家
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
が
、
お
し
な
り
く

ん
の
描
か
れ
た
大
き
な
ボ
ー
ド

を
振
っ
て
、「
ス
カ
イ
ダ
ッ
ク
」

の
通
過
を
歓
迎
し
見
送
る
。

２

商
店
街
の
魅
力

　
お
し
な
り
商
店
街
は
、
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
に
最
も
近
い
商
店
街

で
あ
る
。
東
武
鉄
道
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
駅
、
京
成
線
、
都
営

地
下
鉄
浅
草
線
、
東
京
メ
ト
ロ

半
蔵
門
線
押
上
駅
（
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
前
）
を
出
て
す
ぐ
の
と
こ

ろ
に
あ
り
好
立
地
を
有
し
て
い

る
。
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
見
物
に
平

成

年
４
月
１
日
か
ら
平
成


年
３
月

日
の
１
年
間
に
３
７

２
７
万
人
が
訪
れ
た
事
実
か
ら

そ
の
観
光
客
を
、
お
し
な
り
商

店
街
に
誘
導
す
る
仕
組
み
を
構

築
す
る
こ
と
に
成
功
す
れ
ば
、

再
生
は
十
分
可
能
で
あ
る
。
幸

い
６
年
後
に
２
０
２
０
年
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
と
い
う


年
ぶ
り
の
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
を

迎
え
、
世
界
か
ら
２
０
０
０
万

人
観
光
客
迎
え
よ
う
と
、
東
京

丸
ご
と
テ
ー
マ
パ
ー
ク
構
想
も

動
き
始
め
た
。
江
戸
城
天
守
閣

再
建
計
画
も
浮
上
し
て
い
る
。

江
戸
城
天
守
閣
、新
東
京
駅
舎
、

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
と
並

び
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
お
し
な
り
が

浮
上
し
、
脚
光
を
浴
び
る
千
載

一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
到
来
で
あ

る
。

　
墨
田
区
の
伝
統
的
食
文
化
に

は
、
ち
ゃ
ん
こ
、
ど
じ
ょ
う
、

二
八
そ
ば
、江
戸
寿
司
、海
鮮
、

天
ぷ
ら
、
す
き
焼
き
、
し
ゃ
ぶ

し
ゃ
ぶ
ス
テ
ー
キ
、
う
な
ぎ
蒲

焼
、
と
ん
か
つ
、
ラ
ー
メ
ン
、

懐
石
料
理
等
が
あ
る
。
日
本
食

は
外
国
人
観
光
客
の
楽
し
み
の

一
つ
で
あ
る
。
日
本
の
和
食
が

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
財
に
登
録

さ
れ
た
こ
と
は
追
い
風
で
あ

る
。近
隣
に
は
、旧
安
田
庭
園
、

東
京
都
復
興
記
念
館
、
東
京
都

慰
霊
堂
等
歴
史
的
建
造
物
、
隅

田
川
花
火
大
会
、
隅
田
川
七
福

神
、
墨
堤
さ
く
ら
ま
つ
り
、
両

国
賑
わ
い
祭
り
等
イ
ベ
ン
ト
、

葛
飾
北
斎
、
両
国
国
技
館
、
江

戸
東
京
博
物
館
、
墨
堤
の
桜
等

歴
史
的
文
化
資
源
、
北
斎
、
勝

海
舟
、
芥
川
龍
之
介
等
歴
史
的

人
物
、
吉
良
上
野
介
邸
、
永
井

荷
風
の
墨
東
奇
譚
、
池
波
正
太

郎
の
鬼
平
犯
科
帳
等
文
学
作

品
、
映
像
作
品
も
多
い
。

３

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
て

　
国
内
外
か
ら
の
観
光
客
を
喜

ば
せ
る
新
し
い
時
代
の
新
し
い

発
想
に
よ
る
観
光
拠
点
を
創

る
。
秋
葉
原
発
の
ク
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
は
、
世
界
中
に
広
ま
っ
た

が
、
狭
く
は
日
本
発
の
大
衆
文

化
で
あ
り
、
最
近
で
は
、
伝
統

技
術
、
日
本
武
芸
、
お
も
て
な

し
の
心
を
含
め
日
本
の
独
自
文

化
の
す
ば
ら
し
さ
を
表
す
言
葉

に
な
っ
た
。
外
国
人
観
光
客
が

来
日
し
、
消
費
す
る
金
額
が
増

え
れ
ば
日
本
経
済
は
復
興
し
、

「
再
生
東
京
」
「
再
生
日
本
」

の
起
爆
剤
と
な
る
。
２
０
２
０

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
世
界

中
か
ら
訪
れ
る
人
々
に
東
京
と

い
う
街
の
歴
史
や
文
化
に
接

し
、
良
い
印
象
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
、
東
京
で
の
素
晴
ら
し

い
思
い
出
を
ポ
ケ
ッ
ト
い
っ
ぱ

い
持
っ
て
帰
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
国
際
都
市
東
京
の
ブ
ラ
ン

ド
力
向
上
に
繋
が
る
か
ら
で
あ

る
。

東京スカイツリーとともに商店街活性化へのチャンスが到来

「１人では難しくても２、３人の卒業生がいれば商店街を動かせる」

　
川
面
に
映
え
る
見
事
な
桜
並
木

に
毎
年
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

る
、
江
東
区
・
大
横
川
に
隣
接
し

た
牡
丹
町
笑
栄
会
。
今
年
は
地
元

さ
く
ら
ま
つ
り
の
期
間
中
、
商
店

街
初
の
朝
市
が
開
催
さ
れ
る
予
定

だ
。
目
玉
企
画
は
「
各
加
盟
店
が

そ
れ
ぞ
れ
の
逸
品
を
ブ
ー
ス
展
開

す
る
〝
ミ
ニ
商
店
街
〟
」。年
一
度

の
広
域
集
客
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉

え
、「
商
店
街
の
広
域
発
信
と
と
も

に
、各
店
主
が
自
分
の
店
・
商
品
を

見
直
す
き
っ
か
け
と
も
し
た
い
」。

加
盟
店
へ
の
参
加
呼
び
か
け
に
奔

走
す
る
田
那
辺
さ
ん
だ
。

　
さ
ら
に
昨
秋
に
は
、
同
じ
く
商

店
街
大
学
卒
業
生
で
あ
る
若
手
ら

と
と
も
に
、
３
カ
月
に
わ
た
る
新

企
画「
ま
ち
の
教
室
」も
実
施
し

た
。こ
こ
で
は
全
店
一
斉
タ
イ
プ

の
通
常
の「
ま
ち
ゼ
ミ
」と
は
趣
向

を
変
え
て
、「
店
が
順
番
に
開
講
す

る
こ
と
で
、複
数
店
の
講
座
を
ハ

シ
ゴ
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
た
」。

地
元
市
民
・
店
の
ニ
ー
ズ
や
地
域

性
に
即
し
た
企
画
が
賛
同
を
呼

び
、
企
画
参
加
を
機
に
５
店
舗
が

商
店
街
へ
新
規
加
入
し
て
い
る
。

　
大
企
業
勤
務
を
経
て
、
「
も
っ

と
生
産
者
・
お
客
様
双
方
の
〝
顔

が
見
え
る
〟
ビ
ジ
ネ
ス
を
手
掛
け

た
い
」
と
、

年
前
に
現
在
の
地

に
小
さ
な
カ
フ
ェ
を
創
業
。
ま
ず

は
そ
ん
な
〝
想
い
〟
を
共
有
す
る

生
産
者
を
、
コ
ス
タ
リ
カ
、
グ
ア

テ
マ
ラ
な
ど
世
界
を
歩
い
て
開
拓

・
発
掘
。
適
地
適
作
や
鮮
度
、
さ

ら
に
店
頭
で
の
焙
煎
に
徹
底
し
て

こ
だ
わ
り
、
究
極
の
１
杯
の
コ
ー

ヒ
ー
で
生
産
者
と
地
元
客
を
つ
な

ぐ
。
「
こ
う
し
て
大
手
量
販
店
と

差
別
化
し
た
高
付
加
価
値
を
提
供

す
れ
ば
、
価
格
競
争
に
陥
る
こ
と

な
く
、
こ
の
街
で
中
小
商
店
は
生

き
残
っ
て
い
け
る
は
ず
」
。

　
「
以
前
は
商
店
街
活
動
に
期
待

し
て
い
な
か
っ
た
」
田
那
辺
さ
ん

を
、
昨
春
の
商
店
街
理
事
就
任
、

都
振
連
「
商
店
街
大
学
」
、
都
中

小
企
業
振
興
公
社
「
商
店
街
リ
ー

ダ
ー
塾
」
受
講
へ
と
駆
り
立
て
た

の
は
、
「
今
、
変
え
な
け
れ
ば
商

店
街
に
未
来
は
な
い
」
と
の
危
機

感
。「
出
る
杭
は
打
た
れ
る
、で
も

出
な
い
杭
は
腐
る
。若
手
を〝
腐
ら

せ
な
い
〟こ
と
こ
そ
活
性
化
へ
の

カ
ギ
」。グ
ロ
ー
バ
ル
に
考
え
つ
つ

地
元
で
実
践
し
続
け
る
、
〝
出
る

杭
〟
の
今
後
の
街
お
こ
し
に
ぜ
ひ

注
目
し
て
い
き
た
い
。

商　店　街　ニ　ュ　ー　ス （４）第号（昭和年月日第三種郵便物認可）平成年月日（毎月日発行）

通
行
車
両
に
も
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
、
目
の
錯
覚
を
利
用
し

た
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に

【
高
齢
者
の
万
引
き
防
止
に

役
割
や
働
き
が
必
要
な
も
の
】

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
概
要
Ⅱ

《
視
点
３
》
流
通
業
務
関
係

者
／
「
商
店
経
営
・
販
売
」

と
「
小
売
業
社
員
」
の
共
通

意
識

＜
１
＞
「
万
引
き
す
る
高
齢

者
は
万
引
き
を
犯
罪
と
思
っ

て
い
る
」

◆
「
思
っ
て
い
る
」
の
回
答

は
半
数
強

・
「
は
っ
き
り
と
思
っ
て
い

る
」「
多
少
は
思
っ
て
い
る
」


商
店
経
営
・
販
売
＝

・

０
％
／
小
売
業
社
員
＝

・

０
％

◆「
あ
ま
り
思
っ
て
い
な
い
」

「
思
っ
て
い
な
い
」

商
店

経
営
・
販
売
＝

・
０
％
／

小
売
業
社
員
＝

・
０
％

＜
２
＞
「
高
齢
者
の
万
引
き

件
数
は
地
域
に
よ
る
違
い
が

あ
る
か
」

◆
「
あ
る
」
の
回
答
は
６
割

・
「
あ
る
と
思
う
」
「
ま
あ

あ
る
と
思
う
」
の
回
答

商

店
経
営
・
販
売
＝

・
０
％

／
小
売
業
社
員
＝

・
０
％

＜
３
＞
「
高
齢
者
の
万
引
き

が
少
な
い
店
の
理
由
」

◆
「
店
自
体
が
万
引
き
さ
れ

に
く
い
作
り
に
な
っ
て
い

る
」
の
回
答
は
６
割
強

・
回
答
比
較

商
店
経
営
・

販
売
＝

・
０
％
／
小
売
業

社
員
＝

・
０
％

《
視
点
４
》
親
が
高
齢
者
の

「
親
・
同
居
」
と
「
親
・
別

居
」
の
比
較
相
違

＜
１
＞
「
高
齢
者
の
万
引
き

防
止
に
役
割
や
働
き
が
必
要

な
も
の
」
の
回
答

◆
親
・
同
居
の
ほ
う
が
多
く

の
項
目
へ
の
回
答
率
が
高
い

【
表
参
照
】

　
（
仮
説
）
親
・
別
居
者
よ

り
も
親
・
同
居
者
の
ほ
う
が
、

親
が
高
齢
化
し
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
て
い
る
た
め
、
擁

護
が
必
要
だ
と
い
う
意
識
が

高
い
こ
と
が
反
映
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

《
視
点
５
》
親
が
高
齢
者
の

「
親
・
同
居
」
と
「
親
・
別

居
」
の
共
通
意
識

＜
１
＞
「
自
分
の
親
が
万
引

き
す
る
」
こ
と
へ
の
意
識

◆
「
な
い
」
の
回
答
が
高
い

が
、
親
同
居
の
方
が
特
段
に

そ
の
意
識
が
強
い

・
「
な
い
」
の
回
答
比
較


親
・
同
居
＝

・
０
％
／
親

・
別
居
＝

・
０
％

＜
２
＞
地
域
交
流
、
通
い
な

れ
た
店
と
万
引
き
機
会
減
少

①
「
地
域
交
流
と
万
引
き
と

の
関
連
性
」

◆
「
交
流
が
あ
る
人
は
万
引

き
す
る
こ
と
が
少
な
い
」
の

回
答
が
高
い

・
回
答
比
較

親
・
同
居
＝


・
０
％
／
親
・
別
居
＝


・
０
％

②
「
通
い
な
れ
た
店
に
行
く

こ
と
と
万
引
き
機
会
減
少
の

関
連
性
」

◆
「
機
会
減
少
に
つ
な
が
る

と
思
う
」
の
回
答
が
５
割
強

・
「
思
う
」
「
ま
あ
思
う
」

の
比
較

親
・
同
居
＝

・

０
％
／
親
・
別
居
＝

・
０

％

　
車
両
交
通
が
比
較
的
多
い

中
杉
通
り
沿
い
、
住
宅
街
に

囲
ま
れ
た
中
野
区
の
白
鷺
商

栄
会（
塩
澤
清
俊
会
長
）で
、

こ
の
ほ
ど
店
舗
の
シ
ャ
ッ
タ

ー
ア
ー
ト
が
話
題
と
な
っ
て

い
る
。
商
店
街
通
り
を
歩
く

と
、
野
菜
や
動
物
を
モ
チ
ー

フ
と
し
た
地
元
子
ど
も
た
ち

の
心
和
む
作
品
や
、
果
汁
滴

る
オ
レ
ン
ジ
（
写
真
上
）
な

ど
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト

作
品

が
街
角
に
次
々
と
登
場
。
こ

う
し
た
シ
ャ
ッ
タ
ー
ア
ー
ト

鑑
賞
者
を
店
舗
営
業
時
間
内

に
も
呼
び
込
も
う
と
、
商
店

街
・
店
を
Ｐ
Ｒ
す
る
冊
子
も

新
た
に
制
作
し
て
各
店
頭
で

配
布
中
。
地
元
客
を
は
じ
め

通
行
車
両
搭
乗
者
、
さ
ら
に

は
遠
方
か
ら
の
ト
リ
ッ
ク
ア

ー
ト
愛
好
家
な
ど
、
幅
広
い

層
が
ふ
と
立
ち
寄
り
散
策
す

る
姿
も
目
に
付
く
。

　
今
回
の
企
画
は
店
の
シ
ャ

ッ
タ
ー
へ
の
落
書
き
防
止
を

ね
ら
っ
た
「
商
店
街
シ
ャ
ッ

タ
ー
美
化
大
作
戦
」
事
業
の

一
環
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
先
に

ア
ー
ト
を
あ
し
ら
う
こ
と

で
、
物
理
的
・
心
理
的
に
落

書
き
行
為
を
躊
躇
さ
せ
よ
う

と
い
う
も
の
だ
。
ま
ず
は
昨

秋
に
地
元
小
中
学
生
か
ら
デ

ザ
イ
ン
案
を
募
り
、
空
き
店

舗
を
会
場
と
し
た
「
シ
ャ
ッ

タ
ー
ア
ー
ト
展
示
会
」
で
応

募
作
品
を
お
披
露
目
。
来
場

者
ら
の
投
票
な
ど
で
優
秀
２

作
品
を
選
考
し
て
、
各

枚

へ
と
複
製
・
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加

工
を
行
い
、
店
の
シ
ャ
ッ
タ

ー
や
店
頭
な
ど
に
展
示
し
て

い
る
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、

多
摩
美
大
や
武
蔵
野
美
大
の

学
生
と
の
連
携
に
も
広
が
っ

て
い
る
。
今
年
１
月
か
ら
は

企
画
に
賛
同
し
た

名
の
学

生
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で


カ
所
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
ア
ー
ト

を
制
作
。
通
行
車
両
か
ら
の

視
認
性
が
高
い
ト
リ
ッ
ク
ア

ー
ト
を
中
心
と
し
て
、
各
店

主
と
相
談
お
よ
び
協
力
を
得

な
が
ら
完
成
さ
せ
て
い
る
。

　
学
生
に
と
っ
て
は
、シ
ャ

ッ
タ
ー
ア
ー
ト
参
加
は
自
ら

の〝
署
名
入
り
作
品
〟の
実
績

づ
く
り
や
発
表
の
場
と
な

る
。一
方
で
、商
店
街
に
と
っ

て
は
塗
料
代
な
ど
実
費
負
担

程
度
で
落
書
き
対
策
を
兼
ね

た
本
格
ア
ー
ト
を
描
い
て
も

ら
え
る
。今
回
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
活
か
し
て
、空
き
店

舗
で
の
個
展
な
ど
、今
後
も

ア
ー
ト
で
の
商
店
街
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い

く
。


